
橋
台
工
事
に
着
手
し
、
国
道
４

０
９
号
よ
り
東
側
の
部
分
供
用

も
視
野
に
入
れ
て
、
早
期
に
整

備
を
進
め
た
い
と
県
よ
り
聞
い

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
も

引
き
続
き
地
元
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
十
分
な
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
を

す
る
と
と
も
に
、
県
と
連
携
を

図
り
バ
イ
パ
ス
整
備
を
促
進
し
、

早
期
に
供
用
開
始
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
屋
外
へ
の
住
所
表
示
に
つ
い
て

問

電
柱
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に

住
所
の
設
置
を
望
む
が
如
何
か
。

市
長

設
置
は
ど
の
よ
う
な
場

所
に
、
ど
の
よ
う
に
表
示
す
れ

ば
利
用
し
や
す
い
の
か
、
ま
た
、

◆
道
路
排
水
問
題

問

今
後
の
道
路
整
備
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

道
路
整
備
計
画
は
、
広

域
的
な
移
動
が
円
滑
に
で
き
る

道
路
網
の
実
現
と
し
て
県
と
協

力
し
て
、
東
西
方
向
の
主
要
幹

線
で
あ
る
県
道
の
バ
イ
パ
ス
整

備
を
一
層
強
め
、
早
期
に
完
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
道
１

１
４
号
線
、
１
１
５
号
線
、
文

違
１
号
線
を
は
じ
め
と
す
る
国

県
道
の
補
助
的
役
割
を
果
た
す

幹
線
の
道
路
・
交
差
点
の
改
良
、

歩
道
整
備
を
進
め
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
た
い

と
考
え
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活

道
は
、
維
持
補
修
、
円
滑
な
通

行
の
た
め
の
幅
員
確
保
や
退
避

所
設
置
な
ど
地
域
の
特
性
に
合

っ
た
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

今
後
の
排
水
整
備
計
画
は
。

市
長

排
水
整
備
計
画
は
、
公

共
下
水
道
事
業
と
連
携
を
図
り
、

計
画
的
な
雨
水
貯
留
施
設
や
排

水
路
の
整
備
を
進
め
、
道
路
整

備
と
併
せ
た
道
路
排
水
施
設
の

新
設
、
改
修
な
ど
効
率
的
に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
る
被
害
の
縮
小
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
透
水
性
舗
装
、
浸
透
枡
な

ど
の
流
出
抑
止
施
設
や
調
整
池

の
整
備
は
、
公
共
施
設
は
も
と
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中
田
　
眞
司

個
人質問

よ
り
市
民
の
方
々
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
指
導
、
啓

発
に
努
め
ま
す
。

◆
市
民
の
健
康
管
理

問

子
宮
が
ん
検
診
を
個
別
検

診
に
す
る
計
画
は
な
い
か
。

市
長

現
在
、
子
宮
が
ん
の
集

団
検
診
は
、
よ
り
多
く
の
方
々

が
受
診
で
き
る
よ
う
平
日
及
び

土
曜
、
日
曜
日
も
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
市

内
の
関
係
医
療
機
関
の
協
力
を

得
て
、
集
団
検
診
の
実
施
期
間

中
に
何
ら
か
の
都
合
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
や
、

専
門
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た

い
方
等
に
集
団
検
診
と
あ
わ
せ
、

個
別
検
診
を
実
施
し
検
診
の
精

度
を
高
め
、
子
宮
が
ん
の
早
期

発
見
・
予
防
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
道
路
問
題
に
つ
い
て

問

狭
隘
な
道
路
に
も
か
か
わ

ら
ず
交
通
量
の
多
い
通
学
道
路

に
対
し
て
、
時
間
制
限
で
の
車

両
の
進
入
規
制
は
出
来
な
い
か
。

市
長

車
両
の
通
行
を
禁
止
す

る
に
は
警
察
に
よ
る
規
制
が
必

要
で
、
規
制
を
か
け
る
に
は
地

域
住
民
の
総
意
が
必
要
で
あ
り
、

１
人
で
も
反
対
意
見
が
あ
る
場

合
は
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
地
域

住
民
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
な
ど

で
よ
く
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
具
体

的
な
要
望
が
あ
が
れ
ば
、
市
か

ら
警
察
に
対
し
要
望
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

狭
隘
な
道
路
を
よ
り
狭
め

て
い
る
立
ち
木
に
つ
い
て
は
、

刈
り
込
み
や
伐
採
を
ど
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

市
長

文
書
に
よ
り
枝
の
剪
定

等
の
維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
所
有
者
に
通
知
し
、
状

況
に
よ
り
個
々
に
訪
問
し
指
導

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
定
期
的

に
広
報
に
も
掲
載
し
、
周
知
し

て
い
ま
す
。

問

交
進
小
学
校
脇
の
道
路
整

備
と
貴
重
な
文
化
財

の
野
馬
土
手
修
復
計

画
は
。

市
長

こ
の
道
路
整

備
は
、
前
提
と
な
る

境
界
確
定
を
平
成
17

年
度
に
実
施
し
、
ほ

か
の
路
線
と
の
優
先

順
位
等
を
考
慮
し
検

討
し
ま
す
。
野
馬
土

手
の
保
護
は
、
境
界

確
定
後
、
車
両
が
進

入
で
き
な
い
よ
う
暫

定
的
な
対
策
を
し
、

本
格
的
な
対
策
は
教

育
委
員
会
と
協
議
し
ま
す
。

◆
道
路
網
整
備
に
つ
い
て

問

八
街
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状

況
と
全
面
開
通

の
見
通
し
は
。

市
長

平
成
16

年
12
月
末
で
、

県
が
直
接
事
業

を
進
め
て
い
る

道
路
事
業
は
、

買
収
率
60
％
、

市
が
用
地
事
務

を
受
託
し
て
い

る
街
路
事
業

は
、
買
収
率

90
％
で
す
。
工

事
は
今
年
度
、

Ｊ
Ｒ
橋
り
ょ
う

部
の
二
区
側
の

表
示
板
の
設
置
や
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
も
か
か
る
の
で
、

費
用
対
効
果
も
含
め
、
今
後
、

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
農
業
問
題
に
つ
い
て

問

高
齢
化
が
進
み
後
継
者
不

足
の
中
、
遊
休
農
地
の
拡
大
が

心
配
さ
れ
る
が
今
後
の
対
策
は
。

市
長

市
で
は
機
械
化
、
施
設

化
に
よ
る
生
産
体
制
整
備
を
推

進
し
、
省
力
化
と
農
産
物
の
高

品
質
化
を
図
り
、
高
所
得
農
業

を
実
現
で
き
る
よ
う
、
農
業
経

営
の
安
定
化
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
等
地

域
農
業
の
担
い
手
に
対
し
て
は
、

経
営
規
模
の
拡
大
や
農
業
生
産

の
効
率
化
等
に
必
要
な
農
地
を

確
保
し
、
創
意
工
夫
を
発
揮
し

た
経
営
展
開
が
実
現
可
能
な
よ

う
、
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
農
業
・
農
村
の
有
す

る
多
面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
と
の
調
整
を
図
り
、

計
画
的
な
土
地
利
用
に
基
づ
い

た
効
果
的
な
遊
休
農
地
解
消
の

た
め
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

遊
休
農
地
を
利
用
し
て
市

民
農
園
の
開
設
を
望
む
が
ど
う

か
。

市
長

市
民
農
園
の
開
設
と
い

▲中央公民館脇の規制道路

▲ＪＲ橋りょう部の二区側橋台工事


